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NPO自立生活サポートセンターもやい事務局長、反貧困ネットワーク事務局長、
内閣府参与・緊急雇用対策本部貧困・困窮者支援チーム事務局長
湯浅誠
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開催曰：２０１０年４月２４曰（±）１ｓ：００～１４：００
場所：法政大学市ケ谷キャンパス外濠校舎SSO５
曰本における貧困一現実を見据える という話はありますが､実際はもうちょっと
複雑だったり、厄介だったりしていて、で
も、そういう複雑さや厄介さを踏まえて、こ
れからの大学生活や人生を送っていただけれ
ばということで､私の方から話をさせて頂き
ます。
入学おめでとうございます｡湯浅といいま
す。今日は一時間ほど話をさせて頂きます。
最初に断っておくと、今日の私の話は、あま
り楽しい話ではありません｡入学したての明
るいみなさんに聞かせるのは､心苦しいよう
な話で､日本における貧困という話になりま
す。ただ、貧困の話というのは、辛くてあま
り明るくない話ではあるのですが､しかしそ
ういう現実を見据えておくことは､結構大事
なことだと私は思っているのです。というの
は、まやかしの希望みたいな、夢みたいなの
は､たくさんでしょう｡ですから、もうちょっ
と本当のことを見ようというふうに感じてい
ます。歴史で学んだかもしれませんが、１８
世紀の啓蒙思想家にヴオルテールというフラ
ンス人がいて、彼は「希望は絶望の後にあ
る」と言ったそうです。私、これが結構好き
な言葉で覚えているのです。
いろいろこうしたらいい、ああしたちいい
何に注目するのか
まず､貧困の問題はどういう問題かといい
ますと､椅子取りゲームを考えろと分かりや
すいと思うのです。みなさん、椅子取りゲー
ム、ご存知ですよね。１０人の人に対して８
つの椅子があり､音楽が鳴っている間ぐるぐ
る周りを回って、止まったところで座る、あ
れですね。あの時に、大事なのは「何に注目
するか」ということです。
「座れなかった人に注目する」という見方
があります。１０人で８つの椅子しかなかっ
たら、２人は座れません。その時に、「この
２人はなぜ、椅子に座れなかったのだろう」
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と問いを立てるわけです。そしてその２人が
座れなかったという結果から始めてその原因
を探す。そうすると、なにかしら必ず原因が
見つかるのです。
たとえば､この人たちはちゃんと音楽聞い
ていなかったねとか､ぼ_つとしていたから
だよとか、普段から鍛錬が足りないのだと
か、おしゃべりしているからだとか、朝飯
食ってこないからだとか、太り過ぎだとか。
そういうことは何かしら見つかるわけです。
なぜならば､座れなかったという結果がすで
にそこにあるわけなので､その原因を何か探
そうとすると、しかも完壁な人は誰もいませ
んから、何か見つかる。その時に、みんなこ
う言うわけです。「だから、あんたは座れな
いんだ」と。「座れるようになりたかったら、
もうちょっと自分で注意深くなるとか､痩せ
るとか､練習するとか、そういうことをやっ
て、出直してきなさい」と。その時には、つ
まり、座れないのは、あんたの問題だよとい
うことですね。
ですが、他方で「椅子に注目する」見方と
いうのもあります｡椅子に注目すると、どう
いう結果が見えてくるかというと、１０人に
対して８つしか椅子はないので、２人は座れ
ない。それは椅子が８つしかない以上当たり
前だろうという話になるのです。この１０人
がどれだけすごい１０人でもです。たとえば
この１０人が全員イチローだったとしても､２
人のイチローが座れない。となると、この２
人がどうこうという前に､椅子の数の問題だ
なという話になるわけです。
この、どっちの見方に立つかで、結論が全
く違ってきてしまいます｡貧困の問題という
のはいつも、この、どっちの見方に立つかと
いう話なのです。その間で、「こっちの見方
が正しいんだ｣､「いやこっちの見方が正しい
んだ」という人たちが綱引きしているという
ふうにイメージすると、わかりやすいのでは
ないかと思います。
「椅子に座れなかった人」に注目する見方
をすれば､本人がもっと努力すればいいんだ
という話になります。
だけど、「椅子の数」に注目する見方をす
れば､椅子の数が足りないんだという話にな
るので、改善策が全然変わってきてしまう。
みなさんは、どういう見方をしますかとい
うことです。あるいは、みなさんがプレイ
ヤーなら、どういう椅子取りゲームがしたい
ですか｡私はこう思っています｡｢座れなかっ
た人」に注目して原因を探せば、それは必ず
原因が見つかると。でも、それでは問題の解
決にはならない。もし、その人たちが座れる
ようになっても、誰か２人は落ちてしまうか
ら。だとすると、この８つの椅子を増やすな
りする必要があると。もし、増やせないの
だったら、ルールを変えたらどうか。たとえ
ば、１つの椅子に２人座ってもいいという
ルールにしたらどうか。あるいは、地面に
座ってもいいというルールにしたらどうか。
あるいは、２人も３人も座れる椅子を作ると
いうことをやったらどうかということです。
自己責任論の曰本社会
でも、なかなかそういう発想にはいかない
場合が多いです｡曰本の社会は基本的に､｢座
れなかった人｣に注目する社会だったと私は
思っています｡もうちょっと頑張れば座れた
はずなのに、だから、本人の努力が足りない
のだ、と言って片づけてしまう。これを自己
責任論といいます｡その自己責任論で片づけ
てきた結果､だんだん何が起こってきたかと
いうと､椅子の数が減っていってしまったの
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孤立と自己責任の社会からつながりと共同の社会へ
う話になると、多くの場合は、自分が一生懸
命受験勉強を頑張ったからだと思いたいわけ
です。私、東大卒ですが、自分が大学受かっ
た時もそう思っていました。「オレ、一生懸
命受験勉強したからな」と。「いろいろ誘惑
あったけど、耐えたしな」というふうに思っ
ていた。だけど、当たり前の話ですが、ここ
にずちつと並んでいる皆さんの中でも、それ
までやってきた勉強量､あるいは努力の量と
いうのは、まちまちなわけです。ものすごく
努力して､なんとかかんとか入ったという人
もいれば､あまり努力せずに入れたという人
もいるわけです。それと同じように、みなさ
んと同じ努力をしていても､入れなかった人
はいるわけです。それは、運がなかったの
か、能力が足りなかったのか、いろんな要因
が絡んでいるのでしょうが､そういうことの
中に､たとえば貧困の問題というのが絡んで
います。
ひとことで言って、たとえば私には、自分
が一人で勉強できる勉強部屋が与えられてい
たわけです。中学校ぐらいから。そうする
と､私は自分が勉強したいときに部屋に戻れ
ば、自分のしたいだけ勉強できた。それを邪
魔する人はいませんでした｡たまに母親が来
たりするけれど。しかし、世の中には、家族
そろって、一部屋、二部屋しかないという人
がいます。そうすると、お父ちゃんがテレビ
見ている横で勉強しなければいけなかったり
するわけです｡弟や妹が走り回っている中で
勉強しなければならないのです｡その人はあ
まり集中できなくて、同じ分勉強しても、同
じ成果を上げられない｡同じ能力を持ってい
ても、同じ分の努力では、同じ基準に行かな
いので、個室の勉強部屋持っている人の１．５
倍なのか２倍なのか３倍なのかわからないけ
れど、それだけの努力をしないといけない。
です。「生活できる」という椅子、あるいは
｢働ける」という椅子、あるいは「正規雇用」
という椅子､椅子にはいろんなものがあるの
ですけれども､そういう椅子が減っていって
しまったわけです。
今、曰本の貧困率というのは、15.7％と
なっていまして、去年１０月に政府が発表し
たのですが、アメリカに次いで高いのです。
こういう話をすると、グローパリーゼーショ
ンなのだからしょうがないとか､資本主義社
会には必ず貧富の差が生まれるのだとか、そ
う言う人がいるのですけれども、同じ資本主
義社会でも、同じグローバリーゼーションの
波をかぶっている国々の間でも、貧困率は、
当たり前ですが違います｡そういう意味では、
今の曰本の状態が、しょうがない、やむを得
ないのだというふうには、言えないのです。
たとえば、同じ基準で当てはめた時に、デ
ンマークの貧困率は４．１％です。日本はその
3倍以上です。だとすると、それはデンマー
クだって資本主義国だし､サブプライムロー
ン･ショックの影響を受け､リーマン･ショッ
クの影響を受けているわけですから､何が違
うんだって話になるわけで､その違いを見つ
けないと意味がない､解決はできないと思っ
てください。
だけど、なかなかそういうことは、見ても
らえなかった。わかりにくいから。座れな
かった人の努力が足りなかったと考えた方が
シンプルなのです。わかりやすい。スッキリ
する。簡単なのです。
特に、何かの時に上手くいった側の人は、
そう思いたいです。たとえば、みなさんこの
大学に受験して、さっき聞いたらものすごい
倍率だったのですが､合格した人たちなので
すよね。高い競争を生き残ってきたわけで
す。となると、自分がなぜ受かったのかとい
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また、塾に行くことのできる人と、親がそこ
までお金がないというので､行くことのでき
ない人がいるわけです｡その時点で有利不利
というのはできてしまうわけです。
となると､椅子取りゲームの椅子に対して
みんなが同じ距離で回っているわけではな
い。ある人たちは、椅子のすぐそばを回って
いて、ある人たちは椅子の遠くを回ってい
る。でも、音楽が止まった途端に、ワシと一
斉に座って、その座るときは、先に座った者
が勝ち。その時に、先に座った人たちがこう
いうわけです。「座れなかったヤツは努力が
足りないんだ｡オレはちゃんとやってきたか
ら座れた｡お前らはちゃんとやって来なかっ
たから、座れなかった」というふうに、しば
しば自分を正当化したい｡自分の今のこの結
果は、上手く行っている時は、自分の努力の
結果であると思いたいということがあります
から、多くの人たちはそう思います。それ
で、取って返して、「だからお前ができない
のは、君の努力が足りないからだ」というふ
うに思いたい｡そうじゃないと、自分が救わ
れないから。
だけど実際には、親の年収を横軸に取っ
て、子どもの大学進学率を縦軸に取ると、き
れいな正比例を描きます｡親の収入が高けれ
ば高いほど、子どもの大学進学率は高くな
る。親の収入が低ければ低いほど、子どもの
大学進学率は低い。もちろん､貧乏な家庭に
生まれても、ものすごく努力して、この大学
に入った人もいるでしょう。だけど確率的に
は、低くなってしまう。他の人と同じような
努力では到達できないということになります。
う意味で、努力の量には還元できないので
す。だけど、先ほど言ったように、社会的に
は「本人がもうちょっと頑張ればいいんだ
よ」と、ずっと言われ続けています。この３
年くらいで大分変りましたけれど､それでも
まだそう言われ続けていて、その人たちは、
あるいは、そうではない人も、「なんとか自
分だけは生き残ろう」と思うのです。親もそ
れを子どもに期待します。「世の中、厳しい
んだから、どんな時代になっても生き残って
いけるように、気抜いちゃいかんよ」とか、
｢手に職をつけて、資格を取って、そうやっ
てどんな時代になっても生き残れるようにす
るんですよ」というふうに言われたことはな
いですか。どうしてもそういう発想になる。
世の中が厳しければ厳しいほど､実は競争主
義的になります｡折れる人が増えていけばい
くほど､自分はああならないようにというよ
うに、頑張るのです。そうやって、だんだん
塾通いが低年齢化していったり､受験競争が
厳しくなったりしていくわけです。
４年か５年くらい前からは、ワーキングプ
アというようなことが言われるようになりま
した。みなさんにとってはもう、よく聞く言
葉の部類に入っているかもしれませんが､こ
の言葉がよく使われるようになってきたの
は、５年くらい前からですから、５年前に同
じこの教室で｢ワーキングプアという言葉を
知っていますか」と聞いても、知っている人
は殆どいなかったはずです。だけど、今はそ
れくらい一般的になってきてしまった。ワー
キングプアって､いろんな定義がありますけ
れども、一つの定義は、－年間通じて働いて
いるのだけれども、年収が２００万円未満だ
という人のことを指すと言われています｡一
年間通じて働いても年収が２００万円いかな
い人が、今の日本社会では1067万人いると
競争主義的な社会
ですから、貧困の問題というのは、そうい
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孤立と自己責任の社会からつながりと共同の社会へ
い｣。でも、自分は、上の人から常に「お前
はまだ努力が足りない」と言われ続ける、と
いう構造になります。常に誰かから、「お前
はまだまだだ」と言われ、「努力が足りない」
と言われ､常に誰かに対して「お前なんかま
だまだだ｣、「努力が足りない」と言い続けて
いる、そういう社会になってしまう。
いう、これは総務省の統計です。働いている
人はだいたい５千万人くらいですから、２１
％かな。４～５人に１人は、一年間通じて働
いても200万円にいきません。
そういうふうになってくると、そうならな
いように努力しようと思うわけです｡そうす
ると、だんだんだんだん、世知辛くなってく
るわけです｡世知辛さというのは、いろんな
ところに現われるのですが、たとえば､競争
が激しくなってきますから､少ない椅子を奪
い合うことになります。椅子は、８つではな
くて、７つ、６つ、５つと減っていく。そう
すると、たとえば職場で、自分が知っている
ことは人には教えない、同僚には教えない、
ということを聞きます｡なぜ教えないかとい
うと、そいつは教えた結果できるようになっ
てしまうと、自分が干されてしまうかもしれ
ない。自分が「お前なんかいらない」と言わ
れるかもしれない｡みんながある程度生き残
れると思っていれば、知識を共有したりし
て､お互いに一緒にいい仕事をやろうねとい
う話もできるかもしれないが､アンタかオレ
か、どっちかしか残れないという話になる
と、「アンタには教えない」ということにな
る。そうすると、自分の横にいる人がいなく
なっていくのです。人は常に自分の上か、あ
るいは自分の下にいる。そうなると、縦一直
線の社会で､周りはみんな自分より優れてい
るか、自分より劣っているか、そのどっちか
で、自分の仲間はいないということになる。
それでさっきの話がそのまま出てくると、
自分より優れている、自分より劣っていろと
いうこの序列は､努力や能力に還元されてい
きますから､だから自分より上にいる人は自
分より優れた人、自分より下にいる人は、自
分より劣った人となる｡だから自分より下に
いる人は、「コイツらみんな、努力が足りな
曰本における「子どもの貧困」と自殺率
そういう社会というのは､生きやすくあり
ません。生きやすくないので、どういうふう
になるかというと、大人だけではなくて、子
どももそういう感覚を持って､社会を見るよ
うになります。
次の表は､2007年に発表されたユニセフ、
国際機関の調査です。「子どもの貧困」につ
いて、物質的な貧困、心の貧困、その両面か
ら調査したものの一部です。問いは、「さみ
しい｣、「居場所がない」というふうに感じま
すかということに対して、「はい」と答えた
子どもの率（｢孤独感を持つこどもの比率｣、
｢場違い感を持つこどもの率｣)をあげてあり
ます。
アメリカの数字は載っていません。です
が、ずちつと、いわゆる先進国が並んでいま
す。イギリス、スイス、スウェーデン、スペ
イン、ポルトガル、ポーランド、ノルウェー、
ニュージーランド、オランダ、曰本。見てい
ただくと、「さみしい」と「居場所がない」
という子どもの数がダントッですね｡ちょっ
と変な感じがしませんか。日本の子どもは、
さみしん坊のＤＮＡを持って生まれてくるの
か。そうではないわけです。赤ん坊として親
から生まれてくるその状態は､日本に生まれ
た赤ん坊も、フランスやドイツに生まれた赤
ん坊も基本的には変わらないはずです。
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は、旧ソ連圏です。ソ連崩壊後に独立した
国々で､経済的にはかなり厳しい国が多いで
す。もう一つの共通点は、とても緯度が高い
国々です。なので、冬が長い。そして冬の問
は、夜が長いという特徴があります。
曰本は、振わなくなったとはいえ、世界第
２位とか第３位とか第５位とか言われる経済
大国。しかも、気候は温暖湿潤で、世界的に
みて､非常に過ごしやすい国だと言われてい
るわけです。にもかかわらず、なぜそんなに
自殺者が多いのか｡なぜ世界第８位なのかと
いうことになると、これまた、なにかおかし
いのです｡緯度や経済力以外の要因が影響し
ているわけです｡そういうふうに考えてくる
と、広く世界に目をむけると、日本のおかし
さというのが見えてきます｡根性論では片付
かないなというのがわかってくる｡その根性
論で片付かない部分をどう考えるのか｡これ
が貧困の問題です。
孤独感を持つ
こどもの比率
場違い感を持つ
こどもの比率
１１．８ 
８．４ 
9.1 
４．９ 
６．９ 
１５．６ 
１１．４ 
１２．３ 
８．２ 
８．３． 
６．２ 
１１．７ 
８．９ 
７．８ 
８．７ 
国
［ デンマークフィンランドノルウェースウェーデンオランダベルギードイツフランス．オーストリアギリシャイタリアポルトガルスペインアイルランドイギリス連邦アメリカ合衆国日本 1８．１ 
（UNICEF：Childpovertyinperspective:Ａｎｏｖｅｒ‐ 
● Ⅵewofchildwell-beingmrichcountris､2007） 
貧困と「溜め」
貧困の問題というのは、どういうふうに考
えればいいか。私は「溜め」ということを
言っています。「溜め」というのは、さんず
いに留まると書くのですけど､溜池の溜です
ね。これは、イメージとしては、自分を守っ
てくれるバリアーみたいなものです。
たとえば、お金がいっぱいあるというの
は、金銭的な「溜め」があるということと言
えます。人間関係、頼れる家族がいる、頼れ
る友人がいる、相談できる友人がいろ、こう
いうのは人間関係の「溜め」があるというこ
とです。「オレは頑張れろ｣、「やれる｣、「チャ
レンジできる｣、「やれそうな気がする｣、そ
ういう気持ちになれるのは、精神的な「溜
め」があるということなのです。
「溜め」というのは、そういう金銭的、人
ではなぜ、世の中にさらされもしない子ど
もの時に、こんなに差がついてしまうのか。
どこか、おかしいと、私は思うのです。どこ
かおかしくなければ､こんなにクッキリとし
た違いが生まれるはずがない。だいたい、ど
この国も似たり寄ったりではないですか｡な
ぜ､日本だけダントツに飛びぬけているのか。
同じようなことが自殺の問題についても言
えます。日本の若者の20代、３０代の死因の
トップは自殺です。死因のトップは、交通事
故ではなく、病気でもなく、自殺です。日本
の自殺率は、世界第８位です。人口’千人に
占める自殺者の割合というのは、３．３人。日
本より上にどんな国があるかというと、リト
アニア、エストニア、ベラルーシ、ロシア、
ハンガリー、ブルガリア。共通しているの
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が、後になって考えてみると、なぜあの時
に、なんとかなるざと思えていたかという
と、それはたぶん、本当にどうしようもなく
なったら､実家に帰ればいいやと思っていた
のです。私の実家は東京の郊外にありまし
て、無理すれば、そこから東京の都心まで通
えなくもないのです、頑張れば。なので、私
には､そういう実家というセーフティネット
があった。そうすると、人はちょっと大胆な
ことができるわけです。いざ、なんか上手く
いかなくなっても、まあ、本当にどうにもな
らなくなってしまうということはないという
ふうに思えるから、踏み切れる。ところが、
本当にイザとなっても､誰も頼れる人がいな
いという人の月収１０万円は、私よりはるか
にキツかつたはずです。これが厳しくなって
しまったら、もう自分には後がない。アパー
ト代払えなくなったら､本当にホームレスに
なるしかない。そういう人にとっての月収
１０万円は、同じ一人暮らしをしている月収
１０万円同士であっても、やっぱり意味が違
うはずなのです。その違いは、「溜め」の違
いです。そういうふうな意味で、「溜め」と
いう言葉を使っています。
間関係的､精神的、そういういろんな要素を
含んでいて、それが全体として「溜め」とい
うふうにして自分を守ってくれるバリアーみ
たいなものです。貧困というのは、その全体
としての「溜め」が失われていってしまうこ
とというふうに私は言っているのです。
何が言いたいかというと、まず一つは、貧
困というのはお金だけの問題ではないと言う
ことです。たとえば、みなさんの中には実家
から通われている方もいれば､一人暮らしし
ている人もいるでしょう。皆さんの中では、
実家暮らしの人が多いと聞きます｡そうする
と、たとえば自分の収入が１５万円あったと
すれば、実家に住んでいる人は１５万円あれ
ばかなり余裕があります｡だけど一人暮らし
をしている人は、その１５万円で全部やろう
としたら、家賃、光熱費、食費、なんだかん
だとかかっていきますから、あまり余裕がな
い。ちょっとキツイかもしれない。金額は同
じでも、囲まれている状況によって、全然
違ってきます。だから、貧困というのは、お
金だけの問題ではない。人間関係、そういう
頼れる親がいるとか､実家に住める親がいる
とか、そういうのがあるかないかによって、
持つお金の意味が変わってきます。これは、
同じ一人暮らしをしている人たちの間でも
違ってきます。
私は、２００３年に大学院を追い出されたの
ですけれども、それで、どうしようかなと
思って､ちょうどホームレス支援をやってき
ていましたから､野宿の人たちと一緒に仕事
起こしを始めました。そして便利屋さんを
やっていました。その時は、しばらくは月収
１０万円ぐらいでした。一人暮らししていま
したから、生活はかなりキツかつた。だけ
ど、「なんとかなるさ」と思っていました。
その時は､別にあまり深く考えませんでした
｢溜め」の大きさ
お金がいっぱいある人は、たとえば失業し
てもすぐには生活に困りません｡次の仕事を
探すまで、そのお金で暮らしていけますか
ら。だけど、お金のない人は仕事を失った
ら、すぐに次の仕事を探さないと、自分が
食っていけなくなる。すぐに次の仕事を探さ
なければいけないということは、どういうこ
とかというと、ハローワークには通えないと
いうことです｡ハローワークには月極めの仕
事しかありませんから｡月極めの仕事に就く
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ということは、最初の給料が入るまで、ひと
月か､場合によってはふた月くらいかかって
しまうということです。そうなると、ハロー
ワークで紹介される仕事では､生活できませ
んから、どうするかというと、曰払いの仕事
を探すようになる｡それ以外の選択の余地は
ない。そうすると、曰払いの仕事は月払いの
仕事に比べて、総じて条件は悪いですから、
そういうところに流し込まれていくというこ
とになります｡それも同じ失業というトラブ
ルです｡同じ失業というトラブルが起こって
も、やっぱり「溜め」のある人とない人で
は、受けるダメージが変わってくる。正規雇
用の人だったら、風邪ひいて一週間休んで
も、八日目に会社に行ったら、会社はちゃん
と待っていてくれて､自分の席はあるわけで
す。同僚の人は大変だったねとか、慰めてく
れるかもしれない。だけど、不安定な状態で
働いている人は、一週間も休んだら、もう仕
事はなくなっているかもしれない｡そのよう
にして､同じ風邪をひいて一週間寝込むとい
うトラブルに見舞われても、ダメージが違
う。それは何に起因しているかというと､｢溜
め｣の大きさに起因していると考えられます。
私は割と「溜め」が大きかったと思いま
す｡父親は、日本経済新聞社というところの
記者をやっていました。もう９年前に亡くな
りましたが｡母親は、もう引退していますが
小学校の先生、公務員でした。母親は、たぶ
ん勉強のさせ方が上手かったのだと思うのだ
けれど、私は気付いたら、漢字の練習とかが
好きになっていました｡上手くのせられたの
ですね。なので､勉強がすごく苦痛だと思っ
たことがない。結構スイスイやれたわけで
す｡成績も伸びました。伸びろと楽しいので
またやる。だけどそれは、じゃあ、１から１０
までオレの努力なのかというと、私の「溜
め」です。こういうものが影響していろ。だ
けど、私がこの自分の「溜め」を気付くよう
になったのは､野宿の人たちと付き合うよう
になってからでした。それまで、そういうこ
とは考えたこともなかった。
｢溜め」がない－社会の現状
野宿の人たちに限りませんが､生活ができ
なくなって困って、相談に来る人が今､大量
にいます。私たちこの近くで「もやい」とい
う団体を運営していますが､相談曰になると
だいたい５０人ぐらいの人が､｢今日明日食え
ません」と言ってきます｡電話は一日100本
ぐらいかかってきます。つながりません。午
後２時とか３時に取ったら、朝からずっとか
け続けてようやくつながったと言います｡そ
ういう人たちがたくさんいます6私たちの団
体だけではなくて、たとえば、「命の電話」
という自殺を思いとどまってもらうためのボ
ランティア団体がやっている電話､ホットラ
インがあります｡そういうところも電話がな
かなかつながらない｡非正規の人たちの労働
組合にも、ジャンジャン電話がかかってく
る。なかなか電話はつながりません。
社会全体が今、そういう状況です。そう
なってくると、その人たちを見ていて思うの
は、「別に自分と違う人間じゃないよな」と
いうことがわかるのです｡確かに私はそれな
りに努力してきましたけれども、それなりに
努力している人なんて､いくらでもいるわけ
です。ごまんといろ。だけど、結果は全然違
うわけです。そういうのを見ていると、条件
の違いというのは大きいということをだんだ
ん気付いていくのです。人の「溜め」という
のを見ようとするようになると、同時に自分
の「溜め」に気付くわけです。自分はいい環
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他方､r溜池のない地域を考えると、同じこ
とが起こったらどうなるか。一週間、十日、
二週間と日照りが続けば、溜池がなければ、
水が干上がって、稲は枯れていきます。で
は、その時、どうするか。その枯れて行く稲
に､萎れていく稲に向かって、｢頑張れ｣、「根
性出せ｣、「死ぬ気なら枯れるわけないんだ」
というふうに言って、稲がピンと立つなら、
それで問題が解決すれば、そうすればいい。
そういうふうに言い続ければいい｡貧困問題
の解決は簡単です。でも実際にはそれでは、
稲は立ち上がりません。枯れていきます。な
ので、それは解決にはならない。では、どう
すればいいのか。溜池を作ればいいわけで
す。溜池を作れば、日照りがあっても稲は枯
れない。
では、溜池は誰が作るのか。あれは昔から
地域の人たちが共同で作るものだということ
になっていました｡それぞれの土地を少しず
つ分けて、溜池を作った。だから、入会地と
いわれたりする共有地なのです。
貧困問題に必要なことは、そういうことな
のだと思います。社会の中に溜池を作る。も
ちろん、その溜池がない地域で､枯れていく
稲にも、早い遅いはあります。一週間で枯れ
始める稲もあれば､なんとか二週間持ちこた
えている稲もある。持ちこたえている稲は、
オレは勝ち残ったと思うのかもしれないけ
ど、どんどんその状態が続いていけば､やっ
ぱりその稲も枯れていってしまう。
私はそういう意味で、「厳しい世の中だか
ら、自分はなんとかして生き残ろう」という
のが、効果的な解決策だとは思えないので
す。正しい、正しくない以前に、効果的だと
思えない｡水は着々と無くなっていっている
わけです。
たとえば、正規雇用が椅子だとすると、
境にいたなということに気付く。それは貧困
問題を考える上で、最初の第一歩だと私は
思っています。それがないと、なかなか、あ
のかわいそうな人たちは本当にかわいそうな
のかどうなのかみたいな､訳のわからない話
になって、答えが出てこないのです。かわい
そうだと思ったら､パチンコしているらしい
じゃないかと。とんでもれえ奴らだみたい
な､そういう何かフワフワしたところで話が
あっち行ったり、こっち行ったり、噂とか評
判に左右されたりします。
では、なぜ「溜め」のない人たちが増えて
いるのか。それは社会に「溜め」がないから
です。社会の「溜め」が失われて行くと、結
果として「溜め」のない人が増えてきます。
｢溜め」のない人が勝手に生まれるわけでは
ないのです。社会の「溜め」が失われている
ので、そこからはじき出されて、「溜め」の
なくなった人たちが生まれ続けている。
社会の中に溜池をつくる
さっき、「溜め」は、溜池の溜だと言いま
したね｡溜池って、田んぼなんかのある地域
の貯水池です。溜池のある地域と、溜池のな
い地域を考えてみるといいです。
溜池のある地域は､溜池の周りに田んぼが
あって､そういう地域は曰照りがたとえば一
週間､十曰、二週間雨が降らない曰が続いて
しまっても、作物は枯れません。なぜかとい
うと､溜池から水を引っ張ってこれろからで
す。その時、個々の稲にとって、－本一本の
稲にとって、溜池の水、溜池というのは、そ
の日照りというトラブルから自分を守ってく
れるバリアーです。と同時に、そこから水と
いう養分を引っ張ってくるエネルギー源でも
あります。そういう意味を持っています。
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1990年代前半まで椅子は８つありました。
当時の非正規比率は２割だった。それが、３
割になり、４割になり、今は若年層について
いうとほぼ５割です｡女性については､２００９
年で５割を超えました。となると、これだけ
頑張っていても、これが６割になり、７割に
なり、つまり椅子が４つになり、３つになり、
2つになり、１つになりしていったら､頑張っ
たって、そう簡単には座れないでしょう。
こういう状態になると、「自分だけはなん
とか」という勢いは増していってしまう。競
争に拍車がかかってしまう。となると、かろ
うじて自分はなんとかなったとしても､たと
えば子どもはなんともならないかもしれませ
ん。もう、その時にはあまりにも座る椅子が
少なすぎて｡孫もなんともならないかもしれ
ない｡そういう方向に世の中が向かってきて
しまっていろ。私は、これはいい方向ではな
い､変えるべきではないかということを言っ
てきました。このままみんなが「とにかく自
分だけはなんとか生き残ろう」というふうに
やって、どんどん周りがいなくなって、自分
の上か下にしか人がいない､そういう社会を
ギュンギュン先鋭化して作っていっても､誰
か幸せになるのかなという気がするのです。
誰も幸せにならないのではないかという気が
する。
ですから、もうちょっと真っ当な、自分に
は仲間がいてそしてその人たちと一緒に生き
ていける､別に誰かを蹴落とさなくても生き
ていける、そういう社会にしていけば、自分
も楽なのではないかと思うわけです｡私はそ
ういうふうに思って、活動しているのです。
ホームレス問題とか貧困問題とかやっている
というと、なんか他人のためにやってエライ
ですねって言われたり、そんな金にもならな
いことやっているから、なんか下心あるのだ
ろうと言われたり、いろんな言われ方をしま
すが､私は別に他人のためにやっている気持
はさっぱり持っていない｡これは自分のため
にやっているのです。
私は、こういう社会が嫌だからやっている
のです｡私がこの活動を始めたのは本当に偶
然ですけれども、友だちがやっていたので、
それを見に行ったのが最初です。偶然です
が。やはり、やり続けていくと、結果的には
ハマっちやったわけですけれども｡結構やり
きれないものですよ。その、やりきれない気
持ちをたくさん持つわけです｡たとえば相談
に来る人たちはさっき言ったように､生きて
いけなくなっていたりするわけです。だけ
ど、その人たちは今､生活ができなくなって
きていることについて､誰かに対して怒って
いるのかというと、怒っていません。怒って
いる人なんかには、滅多に出会わない。殆ど
の人は、自分を責めています。「オレが悪い
からこうなったんだ」って言っています。そ
れはそうなんです。なぜかというと、その人
もついこの前までは､生活できていたわけで
す。ついこの前まで生活できていたその時
は、自分が生活できているのは、自分がちゃ
んとやってきたからだと思っていたのです。
生活できなくなってしまうヤツらは､ちゃん
とやっていないヤツらだというふうに本人が
思っていたのです。
｢自分を責める」世の中を変えたい
－やっと動き出した政府
私､一昨年に曰比谷公園の年越し派遣村を
やりまして、昨年は、政府としてオリンピッ
クセンターというところで､マスコミ用語で
いわゆる公設派遣村っていうのをやりまし
た｡今回の年末年始にそこを訪れてきた人の
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中には､一昨年のあの番組をテレビでみてい
て、「まあ、大変だね」と、他人事だと思っ
て見ていたという人がたくさんいます。「ま
さか自分がここに来ることになるとはなあ。
ははは」と笑っていました。だけど、自分が
生活できている時は、みんなそう思うので
す。さっき言ったように、「これは自分の努
力の結果である」と思いたいから。その人が
生活できなくなってしまうと、その人はどう
いうふうにその状況を説明できるか｡これは
自分の努力が足りなかったからこうなったん
だっていうふうにしか説明できないですよ。
だって､ちゃんとしていれば生活できるはず
で､生活できないのはちゃんとしていないか
らだという一本の尺度しか持っていないと、
生活できなくなったら、自分を責めるしか手
段はない。それ以外説明できない。そうする
と、どれだけ生活に苦しくなって、困ってお
かしな目に遭っても、自分を責める。なの
で、私たちのところに相談に来る人は、自分
を責めている人たちばかりなのです。
話を聞いていると、明らかにおかしかった
りするのです。あんた、その会社の対応は不
当だと。あるいは、それはおかしいというよ
うなことがたくさんあるわけです｡聞いてい
るこっちの方がカリカリして。だけど、本人
は､さっぱりそのようには考えていない｡「ど
んな時代でも生き残っていける人はいますよ
ね」と言われれば、「そりゃ、その通りだ」
としか言いようがない｡それに比べれば自分
の努力が足りなかったというふうに言われれ
ば、それに対して、そうじゃないと反論でき
る証拠はない。そうやって、みんな自分を傷
つける、そういう方向にベクトルが向いてし
まう。それを見ているこちらは、やりきれな
いのです｡生活できなくなってしまった人の
話を聞いたら、こんなふうに自分を責めてい
て、それが明らかにおかしいのがわからな
い。原因が他のところにあるのに。それがや
りきれないので､そのやりきれない世の中を
変えたいと私は思っているわけです｡それで
ずっとやってきました。
結果から言うと、今までそんなに大して変
えられていません｡ちよこつとは変わったか
もしれない。さっき話したように、2006年
ぐらいまでは､曰本に貧困なんてないとずっ
と言われてきましたから｡政府もそう言って
いたし、マスコミも取り上げない。一般の人
たちは、そんなことどうでもいいし、関心な
いと、ずっとそう言われていた。だけど、私
たちは、ずっとそういう問題がある、ここに
いる人を見てくれ､この現実を見てくれとい
うふうにやってきました。それが、ようやく
認められるようになって、政府も今は、この
問題はなんとかしなければということになっ
たので、知恵を貸してくれと言って声がか
かってきた｡そういう意味では変化はありま
す。だけど、まだまだ、世の中大きく変わっ
たとは言えない。
自分の「溜め」を自覚する
さっき話した貧困率15.7％というのは、
2007年の数字なのです｡2007年の数字だと
いうことは､それ以降にサブプライムローン
問題が起こって、リーマン・ショックが起
こって、派遣切りが起こったということで
す。これらは全部それ以降の話なのです。と
いうことは､今はもっと悪くなっていろ。１６
％は超えて、１７％に近付いているかもしれ
ない。そういう状態の中で、それを変えてい
くというのは、確かに簡単ではありません。
だけれども､では自分は一人だけ生き残れる
ようにしようと思って、資格の学校通って、
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それ取ったからといって､大して評価されな
かったりするので､せっかく取っても企業の
方は値を付けてくれないということはいくら
でもあります。去年、一昨年の就職状況を見
ていればわかります｡今年の４月に就職した
人たちは、とてもとても大変です。その前の
年に就職した人たちに比べれば､何倍も大変
だったわけです｡それが本人たちの努力の結
果かというと、関係ない。生まれた年が一年
違う、ただそれだけなのに。この中には高校
卒業するのに､えらく苦労して授業料払った
り、一生懸命アルバイトをして、なんとか自
分で稼いで､卒業した人がいるかもしれませ
んが､今年からは公立高校の授業料は無償化
ということになりました。それは、一年前に
生まれたかあとに生まれたかというただの偶
然。だけど、そういう波にさらされてしまう
わけです。
だとしたら、私は、もう少し仲間のいる社
会の方がいい。横に人がいて、一緒に支え
合って､生活できなくなるのをとどめられる
ような社会がいい｡たまたま食えなくなった
からって､生きていけなくなるというのはお
かしいのではないかということを普通に言え
るような､そういう社会になった方がいいだ
ろうと思うのです。そのためには、みなさん
に自分の「溜め」を自覚してもらいたいとい
うふうに思っています。私は、こういうこと
を誰も教えてくれなかったので、３０過ぎる
まで自分の「溜め」に気が付きませんでし
た。ですから、みなさんはもっと早く気付け
ば､私よりももっといい人生が送れるはずで
す。それから、自分の「溜め」に気付くとい
うことは、他人の「溜め」に気付くというこ
とでもあるのです。そうすると、条件の違う
人たちに同じことを言っても意味がないとい
うことがわかってくる。たとえば「頑張れ、
頑張れ」って言うでしょう。頑張るためには
条件がいるのです｡頑張れる条件というのが
ある。その条件を整えずに、どれだけ「頑張
れ、頑張れ」って言っても、さっきの枯れて
いく稲と同じで､枯れていく。その条件を社
会的に整えないとだめだということが､自分
の「溜め」に気付くことでわかってくる。
社会に還元する
もう一つは、その「溜め」に気付いて、自
分はそこそこ持っているなと思ったら、その
｢溜め」を社会のために使っていただきたい
と思います｡なかなか､これが難しいのです。
能力のある人､才能のある人は、高く売れ
る才能を持っています。高く売れる「溜め」
を持っている人は、どうしてもその能力を、
それを買うお金のある人にだけに使ってしま
う。たとえば、高い技術を持っている画家、
あるいはデザイナー、あるいは弁護士、医
者、そういう人たちは、それを高い対価を
払って買える人のために使う。もしその人た
ちが､それを高いお金を払って買える人たち
だけしか相手にしていなかったら､知識も技
術もノウハウも世の中の上でしかグルグル回
りません｡社会の中に環流していかないわけ
です。そうすると、お金だけではない、いろ
んな技術とかノウハウがどんどん上だけに溜
まっていって､社会はどんどん二極化してい
く。社会の不安も高まります。悲惨なことに
なります。
だから、「溜め」を持っている人は、それ
を社会に還元してもらいたい。なぜ「溜め」
を持っている人が偉いかというと、それを
ちゃんと社会に還元するから偉いのです｡お
金持ちはお金持ちだから偉いのではなく、高
い税金を納めるなどを含んで、社会の「溜
め」になることをやっている時に、尊敬され
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孤立と自己責任の社会からつながりと共同の社会へ
生きやすいルールに変える
－社会をデザインしていく
ろのです。そういうふうに考えると、大きな
企業が「オレたち、法人税下げないと海外
行っちゃうけどいいの？」とか言っているの
は、なんとなく見苦しい感じがします。品が
ない感じ。
たとえば､地元の名士といわれる代議士さ
んが、自分の町でも村でも、都道府県でも国
でもいいですが、その人が「オレの所得税下
げないと、オレ、他の地域行っちゃうけどい
いのか」って選挙民に言ったら、その人信頼
されると思いますか。「あの人のために、－
票入れよう」という気になりますか。ならな
いと思います。「なんか、嫌なヤシだ」とい
う感じがしませんか。
企業が社会の一員だというのもそういうこ
とです｡企業は人をリストラできますけれど
も、リストラされてもその人は、この社会で
生きていかなければならない。日本国は日本
国民をリストラできません。自分で｢他の国
がいい」って行かない限り、「あんたの国籍
をはく奪する」ということはできないことで
す。その人は、この社会で生きていく。だと
したら、リストラにあったような人を、関係
ないと放置していても､結果的にはそれは自
分たちに返ってくる。
今、お金がないないと言って、いろんな支
援をケチっているでしょう。ある研究機関が
試算しましたけれども、みなさんよりちょっ
と上の就職氷河期世代､その人たちを今のよ
うな､あまりしっかりしていない就労支援策
で､｢本人がもうちょっと頑張ればいいんだ」
と言ってお茶を濁していると、将来的には
７７万人の人が生活保護を受けると報告して
います。暮らしていけないからです。その時
にかかるお金は１９兆円という試算をした研
究機関もあります。結局、そうやって私たち
に返ってくるのです。
ですから、私はみなさんには、最初の話に
戻りますが､椅子取りゲームのルールを変え
るようなことを考えていただきたい｡．もう
ちょっと、こうやった方が多くの人が生きや
すいのではないか､みんなが椅子に座れるの
ではないか､たとえ椅子の数が減っていって
も、困る人はでないのではないか、というよ
うな工夫をです゜それは社会のデザインで
す｡そういうふうに社会をデザインしていく
ということがとても大事なことだと、自分一
人がいい就職先に就くよりも、はるかに貴重
なことだと思っております。
大学３年生とか４年生になると､皆さんは、
ものすごい膨大なエネルギーを就職活動に使
うことになるのです。先輩たちを見ていれ
ば、すぐわかります。だけど、その膨大なエ
ネルギーの１割でいいから、５％でもいいか
ら、そういうことを考えるのに使っていただ
きたいと私は願っています。そして、そうい
う人が増えていかないと、この世の中は、よ
くならない。今まではそういうことは、考え
る必要はないのだと、不当に放っておかれ過
ぎた。それで、子どもの気持ちがこんなふう
になってしまった。なので、みなさんの世代
で、直していただきたい。
なかなか新入生に向けるはなむけという感
じにはなりませんが､そういうことを通じて
社会はよくなる。それが私の信念です。そう
いうふうに考えているヤツもいるんだという
ことをどこか頭の片隅にでも置いてもらえれ
ばと思います。
どうもご清聴ありがとうございました。
（文責・法政大学キャリアデザイン学部
2010年度オリエンテーション委員会）
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